1957年　欧州経済共同体（EEC）の創設
　米国などの諸外国に対抗できる経済圏を確立するため、フランス、イタリア、ベルギー、オランダ、ルクセンブルク、ドイツの6か国によって欧州経済共同体が創設された。これはヨーロッパ内で自由な資本移動や市場統合を目指すもので、この段階では通貨統合の動きは特になかった。
[bookmark: _GoBack]　この欧州経済共同体と、すでに創設されていた欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）、欧州原子力共同体（EAEC）をまとめて欧州共同体（EC）という。
